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つなぐ つなげる 千代田の教育

2020





幼児期から小学校への教育的なつながりを確保するためには、
園長・校長のリーダーシップの下、
幼児と児童の交流だけでなく、

幼児教育施設と小学校の教職員が、
両者の教育について理解を深め、

また、両者が抱える 教育上の課題を共有しておくことが重要であり、
幼児教育施設と小学校の教職員の合同研修等の実施や、
人事交流、相互の派遣研修等の推進が必要である。

2020



はなすこと・きくこと
小学校で、どうなるの？



話すこと・聞くこと（低学年）

・身近なことや経験したことなどから話題を決め、伝え合う
ために必要な事柄を選ぶこと。

・相手に伝わるように、行動したことや経験したことに基づ
いて、話す事柄の順序を考えること。

・伝えたい事柄や相手に応じて、声の大きさや速さなどを工
夫すること。

・話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを落とさな
いように集中して聞き、話の内容を捉えて感想をもつこと。

・互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて話をつなぐこ
と。



話すこと・聞くこと（中学年）

・目的を意識して、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を比
較したり分類したりして、伝え合うために必要な事柄を選ぶ。

・相手に伝わるように、理由や事例などを挙げながら、話の中心が
明確になるように話の構成を考える。

・話の中心や話す場面を意識して、言葉の抑揚や強弱、間の取り方
などを工夫すること。

・必要なことを記録したり質問したりしながら聞き、話し手が伝え
たいことや自分が聞きたいことの中心を捉え、自分の考えをもつこ
と。

・目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、
互いの意見の共通点や相違点に着目して、考えをまとめること。



話すこと・聞くこと（高学年）

・目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材
料を分類したり関係付けたりして、伝え合う内容を検討すること。

・話の内容が明確になるように、事実と感想、意見とを区別する
など、話の構成を考えること。

・資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工
夫すること。

・話し手の目的に応じて自分が聞こうとする意図に応じて、話の
内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめ
ること。

・互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、考えを
広げたりまとめたりすること。
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本校の取組



夢を語り合う
児童の育成を
めざして

目的のある学び
問題解決的な学習過程

カリキュラム・マネジメント

2022



すべての子供たちの可能性を引き出す
個別最適な学びと協働的な学びの実現

□全て「教師がハンドル」を持つ

→ □時には「子供がハンドル」を持つ

□全て教師が「教える人・学ばせる人」

→ □児童が「学ぶ人」。教師は、「学びの伴走者」

□全て教師が「資料・活動を提供」する

→ □児童が主体的に調べるための「環境づくり」



学習発表会

2022



わたしたちが
未来を創る





子どもたちの気付き①

これから先、ずっと地球に住み続ける

ためには、僕たちがこの問題を解決す

ることが大事だと改めて感じました。



子どもたちの気付き②

私は世界と向き合い、自分がやっても

世界は変わらないと思わないで行動

したいです。



子どもたちの気付き③

「微力だけど、無力じゃない」という言葉を思い出し

ました。私たちのちょっとした行動が積み重なること

でこの目標は達成するから、何もしないことと、少し

でも目標の達成に向けて取組ことは雲泥の差だと

思いました。



子どもたちの気付き④

素敵な未来を創れるように

学んでいきたいです。
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疑問から気付きが
生まれたり

もっと知りたい！と
自ら調べることで
知識を広げたり

問題を解決する力

コミュニケーションを
図る力

先生が
子どもたち一人一人を
見てくれているから

興味のエンジン

失敗を繰り返しながら
粘り強く取り組む
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